
平成 25 年度 水の学び舎ツアー（第 1回） の様子

６月９日の日曜日、水の学び舎ツアーを開催しました。

天候は晴れ、参加者は県内在住の 19 名（男性９名・女性 10 名）。昨年のツア

ー参加者の方もいらっしゃいました。

第１回目は「片貝川水系を訪ねて－水･巡･観－」と題して、片貝川上流か

ら下流まで、山ノ守キャンプ場、発電所、円筒分水槽、餌指公園といった魚

津の水循環に関する場所をめぐりました。

8:55 魚津埋没林博物館 出発

9:25 片貝山ノ守キャンプ場 到着

9:35 片貝山ノ守キャンプ場 出発

9:40 北陸電力片貝第二発電所 到着

北陸電力魚津支社電力部の社員の方から発電所の内部を含めた見

学案内とくわしい解説をしていただきました。

10:12 北陸電力片貝第二発電所 出発

10:17 黒谷頭首工、貝田新円筒分水槽、東山円筒分水槽

発電所の中では、水車と発電機の大きさ

と音に圧倒されました。

魚津の水循環について解説。

本日のツアー、スタートです。

落差約 120ｍの水圧

鉄管を流れ落ちる

水の力を利用して

発電。



各施設の説明のほか、農業用水の歴史や川の水の流れ、市民生活に関わる役

割などを魚津市土地改良区の方に説明していただきました。

11:40 てんこ水(鴨川・餌指公園)

12:10 魚津埋没林博物館 到着・解散 お疲れ様でした。

「さすが日本一美しいといわれるだけの

ことはある」とみなさん納得の様子。

―東山円筒分水槽―

片貝川の左岸にある円筒分水槽

―貝田新円筒分水槽―

てんこ水の歴史など学びました。

―餌指公園にて―

手作りの模型を使ってわかりやすく解説。

―東山円筒分水槽―

手作りの説明パネルに熱心に見入る参加者

のみなさん。 ―黒谷頭首工―

鴨川に見られるてんこ水について説明。


